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2025 年  4 月 1 日 

兵庫県立尼崎総合医療センター歯科口腔外科では、以下の臨床研究を実施しています。ここにご

案内するのは、過去の診療情報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」という臨

床研究で、本学倫理審査委員会の承認を得て行うものです。すでに存在する情報を利用させて頂く

研究ですので、対象となる患者さんに新たな検査や費用のご負担をお願いするものではありませ

ん。また、この研究の結果は専門の学会や学術雑誌に発表されることがありますが､対象者のプライ

バシーは十分に尊重され、個人に関する情報(氏名など)が外部に公表されることは一切ありませ

ん。この研究の対象に該当すると思われた方で、ご自身の診療情報等が利用されることを望まない

場合やご質問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。研究対象から除外させていた

だきます。同意されない場合でも、診療上であなたが不利益を被ることは一切ありません。また下

記研究に関して、ご不明な点がございましたら、いつでも下記連絡先にお問い合わせください。 

 

＜概要＞ 

研究課題名 三叉神経損傷に対する外科的治療の適応に関する後ろ向き観察研究 

対   象 2021 年 4 月から 2025 年 3 月に兵庫県立尼崎総合医療センターに三叉神

経損傷にて受診された患者さん。 

研 究 期 間 承認日から２０２８年３月３１日までを予定しています。 

研 究 目 的 智歯抜歯後の下唇麻痺や舌麻痺などの三叉神経損傷に対して投薬などの保存

的治療で治癒が可能であれば、それが望ましいですが、保存的治療で治癒困

難な症例もみられます。その場合は、神経修復術、神経再生誘導術などの外

科的手術によって改善が見込める場合があります。しかし、手術時期が遅れ

ると、手術を行っても治りが悪くなる可能性があります。現在、三叉神経損

傷において保存的治療が適応か、外科的治療が適応かの明確な診断基準はあ

りません。この研究では、保存的治療を行った症例の経過と、手術を行った

症例の経過を検討し、どのような症例に外科的治療の適応があるのかを、検

討します。この研究によって、智歯抜歯後の下唇麻痺や舌麻痺などの三叉神

経損傷に対して、より早期に適切な治療の選択が行える可能性があります。 

利用又は提供

を開始する 

予定日 

承認日以降に試料・情報の利用・提供を開始します。 

方 法 診療記録より臨床情報を収集します。収集する臨床情報には、年齢、性別、

受診日、検査、治療内容、投薬、通院期間、X 線画像、MRI 画像等がありま

す。研究結果は学会および論文にて公表します。 

個 人 情 報 臨床情報は匿名化され、個人が特定できないようにして、必要な臨床データ

のみを収集して解析を行います。そのため、本研究に協力していただく患者

さんに不利益が生じることはないと考えています。しかし、そうであっても

臨床情報を本研究のために使用されたくない方は、ご連絡いただければ解析

対象から除外します。 

問い合わせ先 兵庫県立尼崎総合医療センター 歯科口腔外科 

〒660-8550 兵庫県尼崎市東難波町 2-17-77  

TEL： 06-6480-7000 FAX： 06-6480-7001 

研究責任者：東條 格  

 


